
帰国後のレポート： 

日本への旅行の経験 

 

どうやって始めれば良いだろう···？コスタリカで、僕が日本へ旅行が出来る事を知った時、僕は

「本当ですか！！？？」と言ってびっくり致した。飛行機に乗ってから、「やっと日本へ参る！」と

自覚した。これは初めて日本へ行く事だけではなく、初めてコスタリカから出た事もだった。だから、

すごく素敵な経験であった。 

 

確かに、フライトの遅延の原因で、関西国際センターに遅く着いたけれど、大丈夫であった。ブラジ

ルでも、ドバイでも、日本人に会えた。こうして、日本人が日本でだけではなく、世界のどこでもい

る事に気づいた。さて、日本での経験について語り続けよう！ 

 



国際交流基金
こくさいこうりゅうききん

関西国際
かんさいこくさい

センターは関西国際空港の近くで、大阪の南にある。素晴らしい所だ：たくさ

んの凄くて便利な物があり、センター員の皆は優しくて元気な人だった。センターの授業は授業のよ

うではなかった：確かに日本語と日本文化についてたくさんの事を習ったり、合気柔術も和太鼓も少

しやったりした。然しながら、随分楽しかった故、やはり普通の授業ではなかった。それはとても良

い事であった。ところで、合気柔術と和太鼓について、この二つの活動はすごく面白かった。特に、

日本へ行く前に、和太鼓の音楽会を見た事があるけれど、見る事とやる事が違うのは当然である。恐

らく僕は太鼓がちょっと下手だけど、この文化体験が出来て嬉しい。 

 

そして、日本の有名な都市での研修旅行は間違いなく見事であった！まず、一つの事を言いたい：コ

スタリカの都市に比べると···日本の都市は随分巨大だ！それだけではなく、建物は高くて、道路は

多くて長くて、交通渋滞が殆ど無く、全てきれいである、など。本当にびっくりした。 

 



 

では、四つの都市について話そう！東京
とうきょう

はすごく巨大で近代的な都市である。東京の人はいつも忙し

くて真面目だと思っているけれど、多分そのような理由で東京は良く組織されていると考える。宮島
みやじま

は確か世界で最も美しい場所の一つである。そこで人と自然は良く共存している。そして、宮島へ行

く前、たくさんの鹿を見た事がない！それに、大聖院
だいしょういん

と厳島神社
いつくしまじんじゃ

は見事な場所である。広島
ひろしま

は悲しい

所だと思う。今は、きれいな場所だから、昔そこに原爆が落ちたと思えない。人間の残酷さが時々限

り無い事を見せる。僕はそんな酷い事がまた起こらないのを願っている。京都
きょうと

では古くて凄い建物が

たくさんある。まるで侍の雰囲気である。実は、そこにもっと自由時間が欲しかった。 

そして、大半の時間を過ごした大阪
おおさか

は楽しくて賑やかな街である。本当に好きだ。大阪を速い電車で

回って、その良い気持ちを絶対忘れない。僕は戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

に興味があるし、“日本一
にっぽんいち

の 兵
つわもの

”真田
さなだ

幸村
ゆきむら

が僕の一番好きな戦国の侍だから、特に大阪城
おおさかじょう

と三光神社
さんこうじんじゃ

と安居神社
やすいじんじゃ

がすごく好きな所である。この

三つの場所で真田幸村公は有名になっただけではなく、この上ない伝説になった。実は、戦国時代や

侍、日本の伝統的な武道は僕が日本語を学び始めた理由でもある。 



たくさんの理由で日本とコスタリカはやっぱり違う。例えば、コスタリカでは教会が多いけれど、日

本では教会がとても少なく、むしろ神社と寺がたくさんある。また小さい事でさえ異なる。例えば、

コスタリカの普段の飲み物はコーヒーであるけれど、日本はお茶である事だ。 

そして、この研修で６７ヶ国からの６７人の日本語学習者と知り合う事が出来た。これはとても良い

経験であった。違う国でも、皆は同じで日本文化と日本語を本当に愛している。見事であった。何と

か、皆が良い友達になったと僕は思う。 

さて、この日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

訪
ほう

日
にち

研
けん

修
しゅう

に参加したい人に助言を差し上げたい：僕は２０１２年にこの研

修に参加したくて、選考試験を受けたのに、残念ながら、合格出来なかった。然しながら、今年（２

０１３年）、もう一度挑戦したかった···そして、やっと合格出来た！だから、一回目でこの研修に

選ばれなくても、諦めないで！二回目でも、三回目でも、十回目でも、日本へ行く可能性があるから、

がっかりしないで、日本語を一生懸命頑張って勉強を続けて！（ちょっと長すぎた···？） 

 

では、国際交流基金関西国際センターの皆様、在コスタリカ日本国大使館の皆様、コスタリカで日本

語を教えてくださった先生方、６６人の世界からの友達、そして、親切な日本の国よ、絶対忘れられ

ぬ幸せな思い出をくださって、“このアレハンドロは誠
まこと

に 忝
かたじけ

ないでござる。”（「本当にありがと

うございます。」と侍のように書いた。何故なら、これは僕の真の気持ちであるから。）いずれ日本

へ戻って、もっと楽しい思い出を作りたい。 

 

 

Alejandro Céspedes Gutiérrez 

(アレハンドロ·セースペデス·グティエーレズ) 

 

コスタリカ、２０１３年１０月１８日（金曜日） 


